
No. 書　　　　　　　　　　名 著　　　　者 発売予定日

1 百　鬼 今野　敏 11月4日

2 蝶の夢 青山　七恵 11月5日

3 推定冤罪 浅野　皓生 11月9日

4 神　話 知念　実希人 11月12日

5 劇場で会いましょう（文庫） 池井戸　潤 11月13日

6 クイーンと革命とアリス 金子　玲介 11月18日

7 南から聞こえる歌 三浦　しをん 11月18日

8 火と話す男 中山　七里 11月25日

9 石の刃 米澤 穂信・星野 源 11月25日

10 ムーンリバー 小路　幸也 11月26日

11 高宮麻綾の警告状 城戸川　りょう 11月26日

12 告白！ 神田川 恩田　陸 11月26日

秋の林には落ち葉がいっぱい！

その落ち葉の上に可愛いみどりのどんぐりや、帽子がぬげた茶色の

どんぐりがころころ・・・。

あんまり可愛いからポケットに入れて持って帰ろう！

瓶に入れて眺めていると、ある日みどりのどんぐりがいなくなっ

ちゃった！どこにいったか探してみると・・・。茶色のどんぐりに

小さな穴が。

そしてよ～く見ると、その小さな穴から小さな虫が出てきた！

どんぐりも可愛いけど、虫さんも可愛い～♪

今頃林ではたくさんのどんぐりから、この小さな虫さんが出てきてる

のかな？

寒くなってきたけど、秋の林の中はわくわくがいっぱい！

どんぐりころころむし
澤口 たまみ たしろ ちさと

✿山本公民館 新着図書✿✿山本公民館 新着図書✿11
月末発売の購入予定本は来月号に掲載します。入荷は発売の数日後になりますが、諸事情により大幅に遅れる場合もあります。月末発売の購入予定本は来月号に掲載します。入荷は発売の数日後になりますが、諸事情により大幅に遅れる場合もあります。

今月までに発売・入荷の図書一覧です。今月までに発売・入荷の図書一覧です。
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沖晴くんの涙を殺して
額賀 澪

１１/２４～１２/２０まで

未来への貯金♪保存食の本・気分アゲてこ♪自己肯定感の本・

ふかふか♪蒸し料理の本・初冬です！11・12月の絵本

県立図書館本コーナー

今
月
の

オ
ス
ス
メ
本

東日本大震災の津波で自分以外の家族が亡くなり津波に

巻き込まれ、死神と取引をして生還した少年・沖晴と、

乳がんで余命１年となった音楽教師・京香が生と死に向き合い生きていく物語。

死神との取引により喜び以外の感情が消失していた沖晴が、津波での出来事を

思い出すような経験を繰り返すうちに感情を取り戻し常人に戻っていく。

登場人物がみな温かくいい人で優しい気持ちになれます。

星の教室
髙田 郁

ないものねだりの君に光の花束を
汐見 夏衛

明日をあきらめない、人生を手放さない。中学をいじめで中退した主人公が、

夜間中学に通い再生していく物語。

年齢もバックグラウンドも様々な生徒との交流、思いやりある先生の言葉、

親子関係の築きなおしなどの中で心がとても温まり涙が溢れます。

夜間中学の存在、それを必要とする人が多くいることを知るきっかけになるのではないでしょうか。

ごく普通の女子高生の影子と同じクラスの人気アイドルグループの真昼。家庭環境が複雑で、

週刊誌にスクープされてしまい引退を考える真昼。

しかし、影子と一緒に旅に出て、長いトンネルの先はいつもと変わらない景色であることに気づく。

『普通』と『特別』を認め合い、SNSでの誹謗中傷・孤独を乗り越えて絆を深める。

誰かの心に寄り添えたら・・という気持ちは大事です。

～１２/２０まで
長期

の各コーナー

◆今月のオススメは、映画化作品です♪◆

ものづくり いろいろ♪
～１１/２２まで

君の話
三秋 縋

ナノマシーン技術が発達し、『義憶』によって欠落した部分を補い生きている人が

いる社会が舞台。『義憶』の中の義者であるはずの幼馴染が現実の世界に現れる。

未来は変えられないけど過去は変えられる世界。大切な人との出会い。人は一人では生きにくい。

SF要素もありミステリー要素もある。虚しくて寂しくて儚くて切なくて…でも少しだけあたたかい。

10/2

公開

1１/６

公開

1１/2０

公開

1１/２７

公開



やまもとこうみんかんだよりやまもとこうみんかんだより
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「勤労感謝の日」は、昭和23年に制定された国民の祝日です。勤労を尊び、生産を祝い、国民互いに感謝し合う日とされています。

つまり、勤労のおかげで農作物や、いろいろな生産物に恵まれ、命の糧を得られることに感謝し、お祝いをする日です。

もともと11月23日は“新嘗祭（にいなめさい）”でした。

新嘗祭とは、“新”は新しい穀物、“嘗”はごちそうを表しており、天皇がその年の新穀を宮中で神殿に

供え、感謝するとともに、自らも食するという儀式で、古くから現在も続けられています。

この儀式で使われている“箸（はし）”は、現在私たちが日常使っている箸の形とは異なり、古代に使わ

れていた“折り箸”です。これは、細く削った竹を折り曲げ、麻や木綿で結んで作られます。

ピンセット状の形で、これが日本の箸の原型ともいわれています。

今月の新刊・解説カード

こんなタイトル・作家の本はありませんか？

本棚から探せなかった時は、図書担当者に問い合わせください。

可能な限りお探しいたします。

また、町内他地域図書室に所蔵している本や県立図書館に

所蔵している本であれば、取り寄せ

も可能です。

一度お声掛け下さい(*^_^*)
?

12月からあきエコどんどん

プロジェクトが始まるよ～♪

箸という呼び名は、ピンセット状の形が鳥のくちばしに似ているからとか、食べ物と人間の口を結ぶかけ橋に

なることから、橋がはしになったなどの説があります。

“箸”が文字として初めて現れたのは、「古事記」出雲神話「箸流れの伝承」だそうです。

このお話は昔話によく出てくる「ヤマタノオロチ」で、スサノオノミコトが恐ろしいヤマタノオロチを退治するというお話です。

この中で、ミコトがどこに行こうかと迷っていたら、ご飯を食べる時に使う箸が流れてきたので、川上に人が住ん

でいると思い、行き先を決めたという文章に箸が使われています。

ちなみに現在の形の“二本箸”は、聖徳太子の時代頃から使われるようになりました。

特別展示コーナー
7月23日に亡くなった東野圭吾さんを偲んで、図書室前に特別

コーナーを設けました。

9月4日に『白鳥とコウモリ』が映画公開され新刊も発行、改めて

昔の作品も気軽に手に取れると好評なので、今年いっぱいコーナー

展示いたします。

２３年には著作の刊行が１００冊に達し、国内

累計発行部数が１億部を突破した。

作品は４１の国と地域で翻訳され、国際的に

権威ある米エドガー賞、英ダガー賞にもノミ

ネートされた。

「ナミヤ雑貨店の奇蹟」で中央公論文芸賞、

「祈りの幕が下りる時」で吉川英治文学賞を受

賞。８月５日には「ガリレオ」シリーズの最新

作「永遠の記憶」の発売が控えていた中での訃

報でした。謹んでお祈り申し上げます。

東野 圭吾





先月までのバックナンバーリスト


